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1月4日午後2時30分(予定)

横瀬小学校前を再スタート!!

力走する選手に、温かい声援を送りましょう O

町民のうごき
世帯数  1，991戸人口男  3，800 女 4，016 計 7，816(昭和63年 月30日現在)

出生男  2女 2計 4・死亡男  3女 4計 7・転入男  6女13計19・転出男  9女 8計 17(昭和63年 月中)

広報かつうら 1月号=223・昭和例年 1月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 (的 (08854)2-2511でんわ
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年
頭
の
あ
い
さ
つ


勝
浦
町
長

た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
私
達
は
こ
の
試
練

に
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
て
ゆ
く
決

意
を
固
め
る
と
き
を
迎
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
す
で
に
国

・
県
・

町
に
お
い
て
、
自
由
化
の
対
応
策

と
し
て
、
三
カ
年
計
画
で
み
か
ん

の
減
反
、
転
作
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
勝
浦
町
の
減
反
目
標
は
百

六
十
信
と
い
う
広
大
な
面
積
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
勝
浦
農

業
の
再
構
築
を
目
指
し
、
昭
和
六

十
三
年
に
策
定
し
た
農
業
生
産
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
き
貯
蔵
用
優

良
品
種
へ
更
新
し
、
立
地
条
件
の

悪
い
園
地
は
転
作
又
は
廃
園
も
や

む
を
え
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
自
由
化
対
策
と
併
行

し
て
昨
年
十
月
二
十
九
、
三
十
日

の
二
日
間
、
東
京
代
々
木
公
園
で

「
ま
ち
と
む
ら
の
交
流
大
会
」
に

徳
島
目
旨
乞
代
表
し
て
ぷ
か
ん
と

す
だ
ち
の
里
勝
浦
町 

を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
思
い
つ
き
り
宣

伝
そ
し
て
即
売
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
山
田
港

区
長
を
は
じ
め
港
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
関
係
者
や
勝
浦
町
出
身
の
方

々
と
の
・交
流
が
で
き
た
こ
と
は
、

A
7

た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
観
光
資
源
の
開
発

の
た
め
に
、
横
瀬
前
川
地
区
河
川

敷
と
民
有
地
を
利
用
し
た
キ
ャ
ン

プ
場
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

H

春
三
月
末
に
は
完
成
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

次
に
町
内
に
お
け
る
働
き
場
所

の
確
保
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、

誘
致
企
業
で
あ
る
中
野
鉄
工
と
キ

タ
ジ
マ
木
材
加
工
の
両
社
の
移
転

が
順
次
進
ん
で
お
り
、
新
し
く
県
内

屈
指
の
成
長
企
業
で
あ
る
ジ
ャ
ス

ト
シ
ス
テ
ム
の
誘
致
が
決
ま
り
、
す

で
に
用
地
の
確
保
も
で
き
、
新
年

度
半
ば
に
は
建
築
に
着
手
し
、
完

成
後
直
ち
に
操
業
開
始
の
予
定
で

あ
り
ま
す
。

続
い
て
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル

事
業
と
新
農
業
構
造
改
善
事
業
に

つ
い
て
は
、
坂
本
の
内
谷
1
日
浦

山
線
舗
装
、
星
ハ
全
呂
原
線
、
横
瀬

前
川
奥
の
坊
線
、
生
名
北
中
道
線

の
農
道
及
び
集
落
道
整
備
、
石
原

地
区
集
落
排
水
、
多
目
的
集
会
所

等
の
諸
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

昭
和
六
十
年
に
上
勝
町
、
勝
浦
町
、

佐
那
河
内
村
、
徳
島
市
の
一
市
三

町
村
を
結
ぶ
徳
島
東
部
広
域
農
道

は
、
地
元
関
係
各
位
の
ご
協
力
に

よ
り
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
、

す
で
に
十
六
・
一
二
引
い
が
完
成
し
、

横
瀬
、
中
山
工
区
も
今
年
か
ら
着

工
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
星
谷
島
寛
道
路
事
業
は
、

第
一
期
採
択
分
の
六
十
一
・
五
げ

が
完
成
し
、
第
二
期
採
択
に
向
け

て
運
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
次
に
県
道
の
整
備

事
業
で
は
、
徳
島
1
上
那
賀
線
の

坂
本
バ
イ
パ
ス
の
新
坂
本
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
昨
年
着
工
し
、
今
年
の

上
半
期
中
に
は
掘
削
が
完
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
と

同
時
に
供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う

道
路
工
事
も
併
行
し
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
方
、
石
原
か
ら
井
口
聞
の
二

車
線
化
に
つ
い
て
は
、
徳
島
、
小

松
島
岡
市
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

四
十
八
回
国
体
関
連
道
路
と
し
て

整
備
す
る
た
め
に
、
強
力
な
運
動

を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。さ

ら
に
、
多
年
に
わ
た
り
要
望

し
て
き
た
横
瀬
橋
の
架
け
替
え
工

事
は
、
す
で
に
調
査
測
量
が
終
わ

り
現
在
設
計
中
で
新
年
度
に
は
国

の
補
助
事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
、

地
元
の
協
力
態
勢
が
整
え
ば
着
工

で
き
る
段
階
に
ま
で
こ
、
ぎ
つ
け
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
地
元
関
係

各
住
の
格
段
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
続
い
て
県

道
新
浜
勝
浦
線
の
中
山
バ
イ
パ

ス
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
元
関
係

者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
用
地
の
確

保
が
完
了
し
、
本
格
的
に
事
業
が

推
進
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
県
道
勝
浦
羽
ノ
浦
線
の

沼
江
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
早

く
着
工
が
で
き
る
よ
う
地
元
用
地

桜
木

義
夫

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多
豊
平
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
の
地
方
自
治
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
一
段
と
厳
し
く
な
っ
で

お
り
ま
す
が
、
町
議
会
を
は
じ
め

町
民
の
皆
さ
ん
の
格
別
の
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
豊
か
で
住

み
よ
い
町
、
つ
く
り
を
目
指
し
て
着

実
に
前
進
を
続
け
て
お
り
、
今
年

も
更
に
飛
蝿
の
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す。
年
頭
に
当
た
り
、
町
の
重
要
施

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
諸
事
業
の
概
要
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
の
寒
諌
害
後
、

町
存
挙
げ
て
農
業
の
再
生
復
興
に

取
り
組
み
、
貯
蔵
み
か
ん
弁
』
中
心

と
し
た
複
合
経
営
が
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
き
て
第
二

の
試
練
「
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
の
自

由
化
」
が
=
丁
四
年
後
と
決
定
し 
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中

田

関
係
者
と
交
渉
会
白
紙
け
て
い
ま
す
。

次
に
、
住
宅
施
策
あ
る
い
は
花

嫁
花
婿
対
策
の
一
環
と
し
て
、
昭

和
六
十
一
年
度
か
ら
年
次
計
画
で

公
営
住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
昭
和
六
十
三
年
度
は
中
山

地
区
に
木
造
平
家
建
て
住
宅
を
五

戸
建
築
中
で
あ
り
、
A
7
の
と
こ
ろ

三
月
末
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま

す。

l

続
い
て
教
育
施
設
の
充
実
と
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
か
ね
て
か
ら
強
い
要
望

の
あ
り
ま
し
た
坂
本
小
学
校
の
プ

ー
ル
が
新
し
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
四
コ 

ス
の
立
派
な
プ 

ル

輝
か
し
い
新
一春
を
迎
え
、
謹
し


ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し


上
げ
ま
す
。


町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か


ら
町
政
に
対
す
る
視
か
い
ご
理
解


と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く


お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


今
、
本
町
を
取
り
ま
く
諸
情
勢


は
、
極
め
て
厳
し
い
状
態
に
あ
り


ま
す
。


私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
町
民
生
活
の
安
定
向
上

を
図
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
創
意

と
な
っ
て
五
月
に
完
成
し
、
児
童

園
児
は
も
と
よ
り
校
区
の
皆
さ
ん

に
皇
喜
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
第
四
十
八
回
国

民
体
育
大
会
の
開
催
に
備
え
て
、

昨
年
十
月
準
備
委
員
会
を
設
立
し

勝
浦
町
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
し

て
成
功
さ
せ
る
た
め
町
民
総
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
態
勢
づ
く

り
に
着
手
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
選
手
の
育
成
、
関
連
施
設
や

道
路
の
整
備
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
推
進
に
よ
る
環
境
美
化
な
ど
、

町
民
参
加
に
よ
る
町
。
つ
く
り
を
進

め
て
ゆ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で

今
後
な
お
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
、
行
財
政
共
に
極
め

て
厳
し
く
多
事
多
難
の
年
に
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
を
挙
げ

て
知
恵
を
し
ぼ
り
創
意
工
夫
を
こ

ら
し
て
、
山
積
す
る
行
政
課
題
に

全
力
を
注
ぐ
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

色

自
貝
さ
ん

(
今
山
)

揚
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
な
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。田

中
さ
ん
は
四
十
二
年
九
月
一

日
に
就
任
し
、
今
日
に
至
る
ま
で

二
十
一
年
三
月
に
わ
た
り
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

は
)(
巴 

ぷ

(
今

ス
年
)(

一
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勝
浦
町
議
会 

美

弱

哩

付町

h
4

-
w
叫

J
E
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勝
浦
町
人
権
擁
護
委
員
の
田
中

賓
さ
ん
が
、
さ
る
十
二
月
九
日
付

で
、
人
権
擁
護
委
員
功
労
に
よ
る

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

~
た
。

.
こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
国
民
の
人

権
擁
護
と
、
人
権
思
想
の
普
及
高

一
例
発
育
に
と
も
な
っ
て
、
古
い
皮


(
問
は
三
か
月
に
一
度
定
期
的
に
脱


-
m

一
間
ぎ
捨
て
ら
れ
、
新
し
い
の
と
取

り
換
え
ら
れ
る
|
|
脱
皮
で
す
。

ん
仲
お
正
月
を
機
に
今
年
こ
そ
は
新 

工
夫
を
重
ね
、
皆
さ
ま
方
の
ご
期

待
に
こ
た
え
る
よ
う
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

本
年
も
相
変
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

。イシ

平蔀山末 川 中井宮河山山若西滝折

岡� 本広口西出本野本下木浜口部

源貞美幸 幸政チ美豊 勝 良竺

守一雄郎ー啓失明ヅ芳寿盛己一郎

年
)
…


)(



今
年
は
巳
年
、
す
な
わ
ち
蛇
し
い
試
み
を
と
、
脱
皮
を
心
が
附

一
仲
年
で
す
。
蛇
は
、
生
き
て
い
る
け
て
お
ら
れ
る
方
、
う
ま
く
い
仲 

仲

間

ず

っ

と

成

長

し

続

け

ま

す

。

く

と

い

い

で

す

ね

。

仏

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
年頭のあいさつ

MUS04
テキストボックス
法務大臣表彰受賞

MUS04
テキストボックス
今年は巳年



成
人
式
の
意
義
を
理
解
し
て
、

全
員
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さ
ん
に
と

っ
て
、
大
人
と
し
て
社

会
へ
の
第
一
歩
の
年
で
す
。

戚


今
年
巴
芋
歳
に
な
っ
た
み
な

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ

出宮森驚葬祭料 震 E封歯車叫票率会主EEZ空襲翼奇問古弓
彦省

芳富優宏慎一浩 裕治 宏哲稔二嘉博直 和雅純 一 和正宏俊成英宝正〉
嗣雄二行治市幸 二 郎 勝 力 幸 也 人 郎 久 志希浩典俊司郎幸典佳 二 史樹司昭
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空空空五空襲空悪質雲霊安詰功星高話竺聖書会長需空受賞2EE安啓自


湯

浅

重

数

〈女

子

〉

勇

美

和

岩
崎
多
希
子

上
田
真
由
美

麻

植

香

織

大

菓

恵

美

折

部

志

保

奥

口

美

代

勝

谷

満

美

久
保
か
お
り

幸

浦

千

恵

酒

井

和

江

佐
野
亜
希
代

高
井
か
お
り

田

中

美

枝

谷

由

美

中

い
ず
み

中

西

直

子

新
居
=
拓
国
子

西
谷
小
百
合

西
山

美
穂

橋
谷
由
美
子

林
森
江
里
子

福

井

友

子

福

徳

直

美

堀

祥

子

松

浦

美

和

松
鷹
幸
子

水

口

美

鈴

湯
浅
美
千
代

〈男
子
〉
町
名

米

沢

良

幸

朝
桐
真
理
子

岩
城
亜
由
美

上

回

宏

美

内
谷
真
由
美

大

形

百

合

大
張
し
の
ぶ

尾

崎

美

穂

海

川

昌

美

木

村

潤

美

倉

橋

鈴

子

小

谷

裕

子

榊

原

直

美

杉
本
恵
美
代

高

木

美

江

田

中

み

ち

東

条

佳

子

中

野

和

江

中

川

智

絵

新
居
あ
ゆ
み

西
原
可
代
子

原

田

陽

子

林
森
美
江
子

福

井

妙

子

福

井

恵

美

船

崎

美

子

地
拝
由
紀
子

松
下

二
校

宮

本

由

佳

向
井
亜
由
美

音
守
奈
津
代

交
通
の
便
が
悪
い
。 

〈女
子
〉
臼
名 

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の
が

O O -
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
-

昨
年
、
新
成
人
の
方
を
対
象
に

意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
(
調

査
対
象
、
百
十
九
名
・
回
収
三
十

九
名
、
回
収
率
一二三 

%
)

そ
の
時
の
調
査
結
果
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

間

勝

浦

町
は
住
み
よ
い
で
す
か 

O
「
住
み
よ
い
」
と
答
え
た
人
(
三

六
・
四
%
)
の
理
由
と
し
て

自
然
環
境
が
良
い
か
ら
五
O
%

住
み
慣
れ
て
い
る
か
ら
三
八
・八

%

。
「
住
み
に
く
い
」
と
答
え
た
人

(
二
八

・
二
%
)
の
理
由
と
し
て

交
通
の
便
が
悪
い
か
ら
四
三
・五

生
活
環
境
施
設
が
未
整
備
だ
か
ら

Mm

三
0
・四

%

問
今
、

勝
浦
町
の
人
口
は
減
少

の
一

途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
特

に
若
者
の
町
外
流
出
が
目
に

つ
き

ま
す。

な
ぜ
勝
浦
町
か
ら
離
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

意

見働
ら
く
場
所
、
将
来
性
の
あ
る

企
業
が
な
い
。 

O

「成人の日とは」 一一「大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い

はげます」日です。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おめでとう20歳成人式1月2日午前9時住民福祉センター

MUS04
テキストボックス
新成人になられたみなさん勝浦町の現在について将来について
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だ
ま
だ

ょ・� 

ー¥

国民年金に加入する人

とにかく全員加入

職種などによって、� 3種類にわかれます。

新
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

初
歳
に
な
ら
れ
た
あ
な
た
は
も

う
大
人
の
仲
間
入
り
。
同
時
に
権

利
や
義
務
と
い

っ
た
言
葉
が
、
急

に
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
耳
に
入

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

国
民
年
金
も
そ
の

一
つ
で
す
。

と
言
っ
て
も
�
 年
金
な
ん
て
、
ま

H

、

s

h

間

将
来
勝
浦
町
が
ど
の
よ
う
な

町
と
し
て
発
展
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
か
。

市
近
郊
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
�
 

観
光
の
町

工
業
と
農
業
の
調
和
が
と
れ
た
町
�
 

20養者とな っている人)で、� 

4
0

自
然
の
町
(
公
園
や
キ
ャ
ン
プ

場
の
整
備
を
し
て
、
自
然
の
あ

ふ
れ
で
い
る
町
)

間

今
勝
浦
町
に
欠
け
て
い
る
の

第3号被保険者

厚生年金・共済組合等に加

入してい る人の配偶者� (被扶

歳以上60歳未満の人。

、~ <\.~'-6'Y'> 

、-'1 、，イ三--れ

厚生年金などの制度により

まとめて保険料を納めるので、

個別に保険料を納める必要は

ありませんが、町への届出は

必要です。

O O O O
#
h
d
L

ふ
み
つ
;

将
来
性
の
あ
る
地
場
産
業

活
気

公
共
の
施
設
・
娯
楽
場
が
充
実

し
て
い
か
ゆ
い

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
栢
僅

間

優
れ
て
い
る
も
の
は
�
 
?
 

自
然
環
境
が
多
い

都
会
と
比
べ
星
空
が
す
ば
ら
し
�
 

第2号被保険者

厚生年金 ・共済組合に加人

しているサラリーマンやOL
の人。� 

G 
厚生年金などに加入する

と保険料も厚生年金など

の制度によりまとめて納

めます。

O O O O O O

J

と
考
え
て
い
る
人
が
ほ

と
ん
ど
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

国
民
年
金
は
、
若
い
と
き
だ
か
ら

こ
そ
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「却
歳
か
ら
印
歳
ま
で
加
入
」
こ

れ
が
国
民
年
会
品
で
す
。
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
の
加
入
者
は
、
就
職

し
た
と
き
に
強
制
的
に
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
加
入

の
届
出
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

初
歳
に
な
ら
れ
た
方
で
、
ま
だ
国

ムヱ民
年
会
品
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、

第� 1号被保険者�  

20歳以上60歳未満で、農業・林業 ・商業

などの自営業や自由業の人とその家族(厚

生年金や共済組合に加入 〆右ir、
していない人)。 れ市さ恥� 

L\../J ~{" 

ì~ \lfWI 

情
に
深
い
人
が
住
ん
で
い
る

勝
浦
町
の
自
然
を
生
か
し
、
工

業
と
農
業
を
う
ま
く
マ
ッ
チ
さ
せ

た
町
に
、
そ
し
て
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の
調
査
替
ポ

に
現
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
勝
浦
町

を
担
っ
て
い
く
、
あ
な
た
た
ち
の

若
い
力
が
一
番
必
要
と
思
い
ま
す
。

自分で町ヘ加入手続きをして保険料を納

めます。 ど~ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
生
か
し
た
今

後
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
�
 

20歳以上の学生 凪

第� l号被保険者として、希望により加入

ができます。� 

… …  

O

hv 

9
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し

7
。
�
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
20歳になったら国民年金の仲間です



付

W
3
1司
叩

:
e
 

イ
フ
ル
を
持
つ
の
は
初
め
仲

口

U
ω

て
。
顧
問
は
木
村
好
孝
先
制
弓
司
坤

mV

人
と
も
こ
れ
も
初
め
て
。
制
�
 
h
j
d
明

MC
u
m

自
分
た
ち
も
高
い
点
数
を
山

一
自
力

出
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
く
仲
�
 
F
l
L跡

J
t
t

い
ま
す
。
�
 

つ ら

l

B'

ビ
�
 ム
ラ
イ
フ
ル
同
好
会
詳
引
法

w
t
頃
ω

当fiZZ3号 昭和64年� 1月1日 (6)カ込 ザコ

。
旬
区
、
怜
区
は
勝
浦
コ
�
 
ス。

l

建
具
セ
ン
タ
ー
)
、
中
村
孝
太
郎

(
県
青
果
連
)
、
松
下
義
和
�
 (町

役
場
)
、
石
田
早
人
(
徳
島
大
学
)
、

肥
田
隆
司
(
日
亜
化
、
学
工
業
)
、

谷
寛
樹
(
中
野
鉄
工
)
、
新
田
弘

明
(
鳴
門
教
育
大
学
)
、
石
木
正

昭
(
町
役
場
)
、
松
下
章
孝
、
大

西
郁
生
、
柳
田
賀
代
(
以
上
小
松

島
高
校
)
、
石
木
由
雄
(
城
南
高

校
)
、
穏
台
和
幸
、
住
友
由
紀
子

(
以
上
富
岡
西
高
校
)
、
高
木
雅

子
(
生
比
奈
保
育
所
)
柳
田
敏
文
、

岩
田
敏
雄
、
西
尾
泰
弘
、
石
木
和

幸
、
加
々
美
浩
通
、
花
房
慎
太
郎
、

石
本
善
二
郎
(以
上
勝
浦
中
学
校
)
。

勝
浦
町
は
、
必
国
体
の
ビ
�
 ム
l

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
会
場
に
内
定

し
て
お
り
、
勝
浦
園
芸
高
校
(
白

L
2
3

川
清
校
長
、
二
百
五
十
二
人
)
も
、

県
の
品
国
体
ラ
イ
フ
ル
射

が
誕
生
し
ま
し
た
。
日
ご

ろ
接
す
る
機
会
の
少
な
い
�
 W

A

そ
の
勝
浦
園
芸
高
校
に
、
明
い
ド
�
 

撃
強
化
推
進
校
に
な

っ

て

判

的
v
m一
 

か
ら
土
曜
日
ま
で
放
課
後
行
い
、

県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
の
富
、
永
恭

仁
子
事
務
局
長
弁
講
師
に
、
ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
射
撃
護
白
金
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

部
員
の
坂
口
さ
と
み
さ
ん
は
、

「
む
つ
か
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
来
年
の
国
体
に
出
場
で
き
る

よ
う
に
練
習
し
ま
す
」
と
、
大
き

な
瞳
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

m

ト
ト
�
 mw

;消防団出初式{購難腕鰯摺題懇諜饗詰


一一一一一一一一一一一一一一ー一一ーー !砲 桜学十日 さコ会 一 迎年駅う路

圃園田圃・・・・・圃 ド高富弐長聖2よt男人芸祭場長草

置置圃冨盟・田E12号車事言語セ雇通芸号目きBP8 

j 園田~咽圃園田園 j り号冗小 ニ凶 用凋穴いを今島競淑

;圃圃圃圃圃・・・・1(〈校彦蒔野会援勝長 一で町
四候教 程鉄長会町て団す内選で・・・・・・・・・・� E圃.ー国補諭松田工 ) 長 長 副 長 。の手ごが�  

¥、， Iftl盟F引� jjiiE察官 
E主主豆三旦里二jjd-Ld言法� zzごl 
FZ 二~一 汗 ピ;栗幸(喜(次. 高勝、二義(郡郡の 一 切

、可�  J j葬232民間日付
o

i
を

o 0 次� 

ラ
イ
フ
ル
射
撃
へ
の
関
心
付

を
高
め
、
選
手
を
育
成
し
竺
で

付

ょ
う
と
発
足
し
た
も
の
で
、
桝
へ
'
'
川

部
員
は

正
生
女
子
三
人
間
町
、
別

で
す
。
も
ち
ろ
ん
全
員
一
フ
�
 

R
U

生
と
山
田
浩
史
先
生
。
二
例
間
一一一一-

木
村
先
生
は
、
「
や
は
り

て
は
」
と
、
生
徒
た
ち
と

一
緒
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。現

在
練
習
は
同
校
体
育
館
で
、

県
か
ら
貸
与
さ
れ
た
銃
で
月
曜
日

企練習に取り組む部員と木村先生

5

式 日 の勝�  
j に壁ド 場 て時 日 午 時 と司

菱重(脚下 三 凶前 おむ
長雨勝さ十票九一り活

)に天浦い分うJ 時月行防
午 の 中 �  J まど 三 十い団�  

. 前場学 で� fZ十五ま出�  
: 八 合 校 に円分日す初

時はグ 集午開(。式 ・

李白� 3 ぞ宅式旦 大

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦園芸高校にビームライフル同好会

MUS04
テキストボックス
国体目指して特訓中

MUS04
テキストボックス
消防団出初式

MUS04
テキストボックス
徳島駅伝第35回記念大会15区16区は勝浦コース
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学
生
の
手見

優 関
秀す

カミ つ ら 223号

こ
れ
は
高
級
な
香
水
。
あ
れ
は

高
級
な
洋
酒
。
私
が
い
る
所
は
、

台
湾
の
空
港
の
免
税
品
売
場
。
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
い
ろ
ん
な
品

物
を
貿
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
ら
、

あ
の
人
あ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
貿
っ

て
グ

で
も
免
税
品
て
な
ん
な
の

か
し
ら
?

私
は
、
去
年
の
春
休
み
、
台
湾

親
善
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
税
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
初
め
て
考
え
た
の
が
こ
の
旅
行

最
後
の
目
だ
っ
た
の
で
す
。
免
税

品
と
は
な
ん
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思

い
な
が
ら
家
に
着
い
た
私
。
さ
っ

そ
く
母
や
父
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

父
は
私
の
疑
問
で
あ

っ
た
こ
と
を

よ
く
わ
か
る
よ
う
に
詳
し
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
税
金
と
い
う
も
の
に
つ

い
て
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
税

金
と
は
、
私
た
ち
が
国
に
納
め
る

も
税
金
の
お
か
げ
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
税
金
と
は
、
国

存
員
旦
か
に
納
め
て
行
く
お
金
な
の

で
す
。し

か
し
、
税
金
を
取
ら
れ
る
と

い
う
感
覚
で
、
受
け
と
る
人
々
が

い
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
人
達
は
、

税
金
を
納
め
る
時
だ
け
そ
の
金
額

に
こ
だ
わ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

税
金
を
納
め
て
し
ま
え
ば
、
も
う

後
の
使
い
道
に
な
ど
い

っ
さ
い
興

味
を
示
さ
な
い
の
で
す
。
ア
メ
リ

カ
な
ど
で
は
、
自
分
の
納
め
た
税

金
の
使
い
道
を
よ
く
研
究
し
、
納

得
の
い
く
ま
で
調
べ
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
日
本
で
は
納
め
る
時
だ

け
関
心
を
持
ち
、
使
い
道
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
そ
う
な
の
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
、
国
民
が
税
金
に

つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
例

え
ば
病
院
へ
支
払
う
お
金
に
し
て

も
、
七
割
ま
で
も
国
の
税
金
か
ら

出
費
し
て
い
る
と
か
。

次
に
、
税
金
の
種
類
で
す
。
税

金
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
の
種

類
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
ま

ず
直
接
税
と
間
接
税
に
分
け
ら
れ
、

直
接
税
に
は
所
得
税
や
法
人
税
、

相
続
税
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
間

接
税
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ

り
、
お
酒
に
か
か
る
酒
税
や
ご
く

身
近
な
砂
精
消
費
税
、
そ
れ
に
ぜ

い
た
く
品
に
か
か
っ
て
く
る
物
品

税
な
ど
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
納

税
と
言
っ
て
も
私
も
二
十
歳
に
な

っ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
は
私
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
税

金
を
納
め
て
い
る
時
だ
つ
で
あ
る

の
で
す
。
映
画
を
見
る
時
、
税
金

を
納
め
て
い
る
の
に
は
‘
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

最
後
に
免
税
品
と
は
、
税
金
が

か
か
ら
な
い
品
物
の
こ
と
だ
そ
う

で
す
。父

の
話
を
聞
い
て
、
税
金
の
使

い
道
や
種
類
な
ど
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
今
、
私
た
ち
が
不
自
由
な

く
暮
ら
し
て
い
る
生
活
の
中
に
も
、

納
め
た
税
金
が
姿
を
か
え
て
私
達

の
生
活
に
役
立

っ
て
い
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
き

ま
し
た
。
国
民
の
二
大
義
務
の
一

つ
で
あ
る
納
税
。
す
べ
て
の
人
が

き
ち
ん
と
納
め
て
、
そ
の
後
も
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
き

ち
ん
と
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
う
す
れ
ば
納
め
る
側
に

も
不
満
な
く
納
税
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

勝
浦
中
学
校
三
年 作る

F¥品作

手日

お
金
と
い
う
こ
と
は
、
私
も
初
め

か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
れ
が
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
は
私
は

詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
。
父
が

「
ほ
な
税
金
は
何
に
使
わ
れ
ょ
ん

な
」
と
聞
き
ま
し
た
が
私
は
詳
し

く
は
知
ら
な
い
の
で
首
を
横
に
か

し
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母
も
横

で
首
を
か
し
げ
て
い
る
の
が
う
っ

す
ら
と
わ
か
り
ま
し
た
。

父
の
話
で
は
、
税
金
の
使
い
道

に
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
そ
の
す

べ
て
が
国
民
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
こ
と
で
、
国
民
の

役
に
立
つ
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
税

金
は
、
社
会
福
祉
や
道
路
、
公
園
、

河
川
の
整
備
、
そ
れ
に
私
に
一
番

か
か
わ
り
の
あ
る
教
育
関
係
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私

達
が
無
事
に
生
活
し
て
い
け
る
の

給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
に
つ
い
て

従
業
員
に
給
与
の
支
払
い
を
す

る
事
業
主
は
、
会
議
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
前
年
中

に
支
払
っ
た
給

与
所
得
(
給
料
・

賃
金
等
)
の
金

額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
入
し

た
『
絵
守
支
払
報
告
書
』
を
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
役
場
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
税
法
で
事
業
主
に
対

し
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

提
出
を
怠
っ
た
者
又
は
、
虚
偽
の

記
載
を
し
た
報
告
書
を
提
出
し
た

者
は
、
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

『事
業
主
』
は
、
給
与
支
払
報

告
書
を
期
日
ま
で
に
、
必
ず
税
務

保
険
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

MUS04
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昨
年
九
月
九
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十
日
間
、
第
二
回
目
の
勝

浦
町
青
年
海
外
派
遣
団
員
と
し
て
、
河
野
稔
彦
さ
ん
が
徳
島
県
青

年
婦
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
団 

(団
員
二
十
三
人
)
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

派
遣
報
生
白
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
一
フ 

υ戸
の
魅
力


A
7

-Z さ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の 

魅

力

H

第223号 カ込 コ つ� ら 昭和64年� 1月� 1日 (8) 

河
野
稔
彦
さ
ん

(
中
角
)

H

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
時
、

青
い
海
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
景

勝
地
、
別
荘
地
と
若
者
や
中
上
流

娃
の
観
光
、
保
養
地
と
い
う
印

象
が
も
た
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
疑

い
の
余
地
も
な
い
。
が
、
は
た
し

て
そ
れ
だ
け
の
魅
力
で
あ
ろ
う
か
。

一
昔
前
は
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
か
な
り


現
在
で
は
、
コ
ア
ラ
と
観
光
(
新

の
日
本
人
が
定
住
し
て
い
る
が
、


婚
)
旅
行
の
メ
ッ
カ
。 

ま
さ
に

現
地
の
日
本
人
に
聞
く
と
こ
ろ
に


我
々
日
本
国
民
に
と
っ
て
、
オ
ー

よ
る
と
「

一
生
こ
の
地
で
暮
ら
し


ス
ト
ラ
リ
ア
は
身
近
な
固
と
な
り

た
い
」
と
:
:
・:
:
な
ぜ
そ
の
よ
う


つ
?
あ
る
。

に
さ
せ
る
魅
力
が
あ
る
の
か
、
こ


し
か
し
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
も
注

の
目
で
文
化
に
触
れ
て
探
究
し
て

目
を
集
め
る
存
在
的
な
固
と
し
て

み
た
い
。 

発
展
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
つ

@
環
境
に
つ
い
て

の
単
純
な
疑
問
を
秘
め
、
今
回
の

建
物
・
住
居
に
印
象
づ
け
ら
れ

研
修
に
望
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
海

た
の
は
、
レ
ン
ガ
作
り
の
赤
茶
け

外
初
体
験
の
私
に
と
っ
て
、
七
泊

た
町
並
み
と
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
を

十
日
の
日
程
は
短
か
く
も
あ
り
長

敷
き
つ
め
た
芝
生
。

く
も
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

環
境
美
化
の
点
で
は
、

日
本
と

は
雲
泥
の
差
が
あ
る
と
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

@
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

タ
バ
コ
は
、
喫
煙
場
所
以
外
で

は
服
わ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
歩
行
中

の
喫
煙
は
非
常
識
と
さ
れ
て
い
る
。

シ
ド
ニ
ー
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
近
郊

の
家
屋
が
丘
陵
地
に
密
集
し
て
い

る
辺
り
で
は
、
ほ
と
ん
ど
平
屋
建

て
で
あ
る
。
こ
れ
は
景
観
を
よ
く

す
る
た
め
、
住
民
の
マ
ナ
ー
と
し

て
高
い
建
物
は
建
て
な
い
の
で
あ

ヲ

9
0 

企メルボルン市内

@
生
活
に
つ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
パ
ー

テ
ィ
ー
好
き
で
各
戸
に
庭
を
も
ち
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
で
き
る
用
意
が

な
さ
れ
て
い
る
。
労
働
も
完
全
週

休
二
日
制
で
あ
り
、
休
日
に
は
、

パ
ー
テ
ィ
ー
や
セ
イ
リ
ン
グ
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
で
楽
し
む
人
が

多
い
。
余
事 
7
7
有
意
義
に
過
ご
し

て
い
る
。

@
国
民
性
に
つ
い
て

交
歓
会

・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
場

で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
パ
ー
テ
ィ

ー
等
で
は
形
式
に
こ
だ
わ
ら
・
な
い

の
が
特
徴
で
あ
る
。
長
い
議
論
や

日
本
の
よ
う
に
改
ま
っ
た
形
式
を

好
ま
な
い
。

日
本
人
の
場
合
と
比
較
し
、
特

に
印
象
付
け
ら
れ
る
の
は
、
例
え

ば
日
本
に
外
国
人
が
訪
れ
困
惑
し

て
い
る
と
す
る
。
は
た
し
て
十
人

に

一
人
の
人
が
話
し
か
け
助
け
て

あ
げ
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ま
ず
そ
の

よ
う
な
光
景
は
少
な
い
。
言
葉
の

違
い
、
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
も
の
の
、

体
裁
と
か
異
人
に
対
す
る
閉
鎖
的

な
こ
だ
わ
り
が
な
く
、
親
切
心
と

開
放
的
な
性
格
を
も
っ
国
民
気
質

が
あ
る
。

@
平
等
一
主
義
に
つ
い
て

話
の
中
で
、
女
性
の
地
位
も
等

し
く
確
保
さ
れ
、
チ
ャ
ン
ス
の
機

会
が
あ
る
。
ま
た
仕
事
も
同
職
で

あ
れ
ば
報
酬
等
も
同
じ
で
あ
る
。

多
民
族
国
家
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
平
等
意
識
が
社
会
の

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

@
福
祉
に
つ
い
て

ど
こ
に
行
つ
で
も
目
に
入
る
の

が
、
障
害
者
向
け
等
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
設
備
で
み
の

っ
た
。
公

的
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
各
所
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
老
後
に
不
安
が
な
く
、

年
会
品
制
度
が
充
実
し
て
お
り
、
ゆ

と
り
の
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
今
回
青
少
年
育
成

施
設
を
訪
問
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
が
、
活
動
の
育
成
あ
る
い
は
非

行
か
ら
立
ち
直
ら
せ
る
場
、
性
問

題
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
ケ
ー
ス

に
応
じ
た
設
備
が
整
っ
て
い
る
。

特
に
、
こ
う
し
た
福
祉
施
設
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
従
事
す
る
人
も
多

い
と
知
り
、
切
実
な
る
も
の
を
感

じ
た
。オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
カ
ン
ガ

ル
ー
(
国
の
代
表
動
物
)
に
象
徴

さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
た
だ
前
進
あ

る
の
み
」
を
肝
に
念
じ
、
今
後
の

活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
研
修
の
終
え
る

に
あ
た
り
、
関
係
者
の
方
々
に
は

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
七
日
間
の
研
修

が
長
く
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、

国
際
化
が
問
わ
れ
る
中
で
、
英
語

が
国
際
語
と
し
て
の
必
市
在
を
十

分
認
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。

企一緒に阿波おどりを楽しむ

MUS04
テキストボックス
オーストラリアの魅力
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o O O

間
ぐ
ら
い
後
の
空
腹
時
の
こ
と
で

す。物
質
や
化
堂
療
法
剤
な
ど
が
体
の

時
間
こ
と
の
服
用
と
は
|
l
抗
生

役
場
総
務
課
へ
履
歴
書
(
市
販
)

を
添
え
て
申
し
込
み
を
し
て
下
さ

看
護
婦
(
正
看
)

採
用
予
{
尽
人
員

一
人 

申
込
受
付
期
間

O O

一
月
五
日
か

町
職
員
一
採
用

試
験
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
町

在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
長
未
の
一
つ

と
し
て
、
今
回
は

老
人
茎
鮭
奉
仕
員

派
遣
事
業
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

ホ

ル
パ 

派
遣


l

こ
の
事
告
ポ
は
、


町
が
社
会
福
祉
協


議
会
に
委
託
し
行


l

っ
て
い
ま
す
。
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ

正
式
名
称
は
「
老

人
室
経
奉
仕
員
」

と
い
い
、
日
常
生

に
あ
り
ま
す
。

労

務

職

員

採
用
予
定
人
員

二
人 

申
込
受
付
期
間

一
月
五
日
か

ら
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

受

験

資

格

昭

和

二
十
九
一

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
一

六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
一

れ

た

者

一

試

験

科

目

筆
記
試
験
、
作
一


文
及
、
び
面
接
。


申

込

用

紙

役

場

総

務

課


に
あ
り
ま
す
。


O O
ォ
、
生
活
必
需
品
の
買
物

ヵ
、
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
、

通
院
介
助

キ
、
そ
の
他
必
要
な
占
歪
事
、
介

護
ク
、
生
活
、
身
の
上
に
関
す
る

相
談
、
助
言

ヶ
、
そ
の
他
必
要
な
相
談
、
助

言
申
し
込
み
は
、
役
場
住
里
福
祉

課
も
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
生
計
中
心
者
の
前
年
所

得
税
非
課
税
世
帯
以
下
の
場
合
を

除
き
、
階
層
に
応
じ
利
用
者
負
担

額
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ら
一
月
二
十
五
日
ま
で
。 

受

験

資

格

昭

和

三
十
四

年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ

た
者
(
看
護
婦
資
格
取
得
者
)

試

験

科

目

筆
記
試
験
、

作
文
及
び
面
接
。 

O O活
の
介
助
が
必
要
な
お
お
む
ね
六

十
五
最
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老

人
家
庭
、
ま
た
は
お
年
金
同
り
家
庭

で
家
族
が
病
弱
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
面
倒
を
み
ら
れ
な
い
玄
胞
へ

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
必
要
と

認
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

ァ
、
食
事
の
世
話

イ
、
衣
類
の
洗
濯
、
補
修

ゥ
、
住
居
等
の
掃
除
、
整
理
整
頓

工
、
身
の
回
り
の
世
話

中
で
一
定
の
濃
度
を
維
持
す
る
た

め
に
飲
む
方
法
で
す
。

勝
浦
病
院

屯
服
と
は
|
上
狂
状
(
頭
痛
な
ど
)

が
あ
っ
た
時
ま
た
は
必
要
な
時

薬
局
長

成
信

だ
け

一
回
飲
む
こ
と
で
す
。

薬
の
効
果
は
、
規
則
正
し
く
決

な
い
で
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

め
ら
れ
た
量
を
正
し
く
飲
ん
で
、

し
た
が
っ
て
、
大
部
分
の
薬
は
食

初
め
て
効
果
が
現
れ
ま
す
。
そ
こ

後
三
十
分
に
飲
む
方
法
が
多
く
な

で
、
一
般
的
な
薬
の
正
し
い
飲
み

っ
て
い
ま
す
が
、
多
少
の
時
間
の

方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
薬
を

ず
れ
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

田
上

申

込

用

紙

役

場

総

務

課

飲
む
時
は
、
多
め
の
水
(
約
コ
ッ

薬
を
飲
む
聞
は
最
低
四
時
間
あ
け

プ
一
杯
)
で
飲
ん
で
下
さ
い
。
少

る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

な
い
水
で
飲
む
と
薬
が
溶
け
に
く

薬
の
飲
み
方
で
、
食
前
、
食
後

く
、
薬
の
効
果
が
十
分
に
現
れ
な

食
聞
な
ど
の
飲
む
時
間
の
違
い
は
、

い
ば
か
り
か
、
食
道
に
く
っ
つ
い

薬
の
作
用
が
最
も
効
果
的
に
現
れ

て
そ
の
所
が
刺
激
さ
れ
、
誌
協
が

る
よ
う
に
、
各
々
の
薬
に
よ
っ
て

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
茶

異
な
っ
て
い
ま
す
。
指
示
通
り
規

や
牛
乳
で
飲
む
と
、
薬
に
よ
っ
て

則
正
し
く
飲
む
よ
う
に
自
分
で
工

は
薬
の
成
分
と
化
合
し
、
効
果
が

夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

少
な
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

食
後
と
は
|
|
食
事
を
し
て
一一一十

薬
を
飲
む
時
は
、
一
般
に
吸
収
の
面

分
ぐ
ら
い
後
の
こ
と
で
す
。

か
ら
み
る
と
空
腹
時
が
最
も
よ
い

食
前
と
は
|
|
食
事
手
る
一一一十

の
で
す
が
、
副
作
用
と
し
て
胃
腸

分
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。

障
害
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

食
欲
促
進
薬
や
鎮
叶
薬
な
ど
は

食
後
三
十
分
に
飲
む
方
法
は
、
食

食
事
に
よ
っ
て
吸
収
低
下
な
ど
の

物
が
消
化
器
を
保
護
す
る
の
で
副

影
響
を
う
け
や
す
い
た
め
、
食
前

O

作
用
が
少
な
く
、
ま
た
食
事
と
結

に
飲
み
ま
す
。

び
つ
い
て
い
れ
ば
、
人
聞
は
忘
れ

食
間
と
は
|
|
食
事
を
し
て
一一時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
薬の飲み方

MUS04
テキストボックス
福祉情報ホームヘルパー派遣



込	 4 0)(1

こ
の
た
び
、
星
谷
地
区
在
住
の

勝
ハ
傘
口
治
氏
か
ら
、
町
の
産
業
振

興
の
た
め
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

町
へ
百
万
円
を
ご
寄
附
下
さ
い
ま

し
た
。氏

は
、
最
近
の
柑
橘
情
勢
に
か

ん
が
み
、
町
の
主
産
業
で
あ
る
う

こ.案内最新図書の

、h戸

iJ第223号	 コ つ ら 昭和64年� 1月1日

hHY

先
生
方
の
こ
意
見
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
農
業
、
林
業
、
水
産
、
畜
産
、

食
品
加
工
、
薬
用
植
物
、
蚕
業
等
の

ロ 表

そ
こ
で
町
は
各
方
面
の
専
門
の

閲書図

c

し
た 
コ

を
す
る
必
要
が
大
切
で
あ
る
。」
と

の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
昨
年
二
月
十

七
日
、
氏
に
「
農
業
に
意
欲
を
持

つ
農
家
や
若
者
の
た
め
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
係
存
中
心
と
し

た
図
書
を
購
入
し
た
い
。
」
旨
の
ご

説
明
を
申
し
上
げ
お
願
い
を
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
「
農
家
を
通

じ
住
民
の
福
祉
向
上
に
役
立
つ
な

ら
何
ら
私
は
異
存
ご
ざ
い
ま
せ
ん
己
項

と
の
こ
と
で
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
要

ー

覧

求
め
て
ゆ
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

日
夜
研
究
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
、

一

昨
年
春
町
に
対
し
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
具
体
的
な
お
話
し
が
あ
り

宇
品
?
レ
よ
~
。

そ
の
後
、
町
は
県
立
果
樹
試
験

場
‘
並
び
に
普
及
所
の
方
々
に
た

び
た
び
専
門
的
な
ご
指
導
と
ご
助

言
を
い
た
だ
き
、
ま
た
両
農
協
の

担
当
者
の
方
の
ご
意
見
も
お
伺
い

し
た
結
果
、
そ
の
結
論
と
し
て
、

「
将
来
の
農
業
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
フ
ル
活
用
し
た
農
業
に

移
行
す
る
。
そ
の
基
礎
的
な
勉
強

ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
不
況
打
開
の

た
め
、
何
か
新
し
く
果
樹
弁
γ

中
心

と
し
た
作
物
を
導
入
し
、
活
路
を

関警の所蔵場所

読書可能時間帯

勝浦町農業技術センター

月~金午前8時30分~午後� 5時

土 午前� 8時30分~正午

ただし、臼躍目、祝、祭日、年末、年

始(12月28日-1月4日)等官公庁の

休日は利用できません。

貸し出し
できるだけ多くの方に読んでいただく

ため、貸し出しはいたしません。

図醤利用について不明な点は産業課へおたずね下さい。

専
門
図
書
の
購
入
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
報

告
申
し
上
げ
、
浄
財
を
ご
寄
附
賜

り
ま
し
た
氏
に
、
改
め
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
氏
の
強
い
ご
軍
事
互
に
よ

り
、
こ
の
図
書
に
は
特
別
の
名
称

は
付
け
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
点
、
町
民
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
で
も
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
ら
図
書
の
積
極
的

な
利
活
用
を
図
り
、
常
に
全
国
を

リ
ー
ド
す
る
新
し
い
農
業
の
パ
イ

オ
ニ
ア
達
が
育
ち
、
本
町
が
ま
す

ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
(
図
書
の
閲
覧
要
項
は

別
表
の
通
り
で
す
。〕

1月のくらし
、、J

ヲYポイJit>情報

さつまいものクラッ力一揚げ

ビタミン� 81、� 82、C、食物繊維が豊富なさつまいも。

こんなおやつも作ってみて下さい。

・材料	 さつまいも� 400g 砂糖大�  3 塩小K
バター大�  l 卵� 1個 クラッカー10枚

小麦粉油

①さつまいもを� 2cmの輪切りにしてやわらかくゆでるo 

をつけ170

e胞をつふ'して、 (裏ごし)砂糖、塩、バター、卵黄を

混ぜ合わせ、弱火で練る。

③クラッカーはピニール袋に入れて荒めにくだく 。

<D])を適当な大きさに丸め、小麦粉、卵白、クラ� yカー

度の油であげる。

婦人の家から
 

③亙豆至う
ーいっしょに作ろうーは婦人の家がみそ

ジュース加工の最盛期となりますので、

しばらくの間休ませていただきます。

③豆L0
みそ加工時の混雑を避けるため、� 1月24

日から� 2月19日までをみそづくり期間と

し、できればみかんジ‘ユース等他の加工品

は時期をずらしていただきたいと思いま

す。(どうしても都合が悪い時は、管理

人にご相談下さい。)ご協力をお願いしま

す。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
最新図書のご案内

MUS04
テキストボックス
1月のくらしワンポイント情報
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「人ガ笑いますよ包

「人ガ見ていますよ匂

という親。

(世間体よりも自らの努力の

問題では� ) 

4-

一¥
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わ
た
し
に
あ
っ
た

ま
だ
あ
っ
疋

こ
ん
な
こ
と

-
・
・
こ
ん
な
考
え
な
ど
は
 ¥

手
元
か
ら
離
し
て

空
の
か
な
た
へ

飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う

幸
せ
い
っ
ぱ
い
に
生
き
て
い
き
だ
い

自
分
の
望
む
仕
事
に
つ
き
だ
い

社
会
の
た
め
に
巳
く
し
だ
い

愛
す
る
人
と
結
ば
れ
た
い

人
間
ら
し
く
暮
ら
し
だ
い

こ
れ
は
だ
れ
に
も
慢
す
こ
と
の
で
き
な
い

人
間
と
し
て
の
権
利
で
す
。
�
 

「しっかり勉強し怠し

と、ろく怠仕事lこ就け

ませんよ匂ときい聞か

せる親。

(社会の怠かで働くことの噂

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権
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場 日
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受
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日
時
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入
所
説
明
会

月
六
日

入
所
申
請
受
付


一
月
十
一
日
�
 十
三
日

i

カ込第223号

者
で
、
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者
。

以
上
の
各
要
件
が
そ
な
わ

っ
て

い
な
け
れ
ば
、
投
票
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
申
請
を

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
農
業

委
員
会
又
は
選
挙
管
理
委
員
会
の

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
は


一
月
十
固
ま
で
に
ノ


導
部
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
し
て

下
さ
い
。

{
資
審
至

。
年
齢
が
満
二
+
歳
以
上
の
者

(昭
和
四
十
四
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
)

農
地
面
事
字
十
ア
ー
ル
以
上

耕
作
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
同
居

O
の
親
族
や
配
偶
者
で
、
年
間
お
お

む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
し
て
い
る

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
は
、

各
有
権
者
が
、
毎
年
一
月
一
日
現

在
で
、
町
農
業
委
員
会
へ
申
請
し

な
け
れ
ば
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
申
請
に
つ
い
て
、
昨
年
十

二
月
中
旬
に
各
地
区
の
指
導
部
長

さ
ん
に
、
申
請
書
の
配
布
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
の
資

格
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
指

昭
和
六
十
四
杢
度
の
保
育
所
入

所
説
明
蛍
並
び
に
入
所
申
請
の
受

付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

子
供
さ
ん
の
入
所
を
希
望
さ
れ

る
保
護
者
の
方
は
、
説
明
会
に
必

ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

画
入
所
説
明
会
日
程

一
月
六
日
(
金
曜
日
)

午
後
七
時
三
十
分

1

所

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
ホ
ー
ル

な
お
、
都
合
で
出
席
で
き
な
い

方
は
、
申
請
受
付
期
日
ま
で
に
各

保
育
所
又
は
役
場
住
居
福
祉
課
で
、

申
請
書
等
を
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

*
個
人
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

圃
申
請
受
付
日
程
及
び

手
続
き
�
 

O O

一
月
十
一
日
附
か
ら
士
一
百
制

午
前
八
時
三
十
分
�
 午
後
四

時
ま
で

受
付
場
所

各
保
育
所

疋
ロ
貝

i

横
瀬
保
育
所
百
二
十
人

生

比

奈

保

育

所

百

人

沼

江

保

育

所

三

十

人

入
所
要
件

保
育
所
の
入
所
は
、
児
童
福

O
{

結
婚
の
お
世
話
を

さ
れ
た
方

勝
浦
町
で
は
、
後

継
者
対
策
の
一
環
と

し
て
、
昭
和
六
十
三

年
度
か
ら
勝
浦
町
に

居
住
し
て
く
れ
る
青

年
に
結
婚
の
お
世
話

を
し
て
い
た
だ
い
た

場
合
、
全
て
の
方
(
町

内
外
を
問
わ
な
い
)

に
謝
礼
金
を
お
支
払

い
し
て
い
ま
す
。

(お支払いする条件)

。結婚後も勝浦町に住民登録をする方のお世話をし

た場合。

。勝浦町に居住している男女の双方又は男女のどち

らかが初婚である方のお世話をした場合。

謝礼金の額と年齢区分

祉
法
に
よ
り
、
保
育
に
欠
け
る

児
童
で
な
け
れ
ば
措
置
で
き
ま

せ
ん
。

入
所
申
請
書
は
、
家
族
の
か
た

が
持
参
し
て
下
さ
い
。

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ

い
て
も
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
回
始
め
て
入
所
さ
れ

る
場
合
は
、
児
童
を
同
伴
し
て
下

さ
い
。

昭
和
六
十
三
年
四
月

一

日
以
降
に
入
籍
さ
れ
た
方

の
お
世
話
を
さ
れ
、
謝
礼

男子の年齢 満27歳まで
満28歳から
満35歳まで

満36歳以上

女子の年齢 満25齢まで 満満26歳歳から
30 まで

満31歳以上� 

謝礼 金額
世話人1人につき

5，000円� 
世話人I人につき

20，000円� 
世話人l人につき� 

50，∞o円

金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
農
業
禾
頁

会
事
務
局
ま
で
「
結
婚
成

立
報
告
書
」
の
ご
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
お
支
払
す
る
条

件
等
は
つ
、
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

、，� ー

#"'-
'...' 

.. 
，..・・-、

※世話人は 2人までとします。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保健所からお知らせ入所説明会一月六日入所申請受付一月十一日～十三日

MUS04
テキストボックス
農業委員会だよりご存知ですか
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¥

ヌb為

折
込
み
は
メ
モ
の
用
紙
に
と

っ
て

あ

る

列

東

雑
草
の
刈
る
に
は
お
し
い
花
を
つ

け

瞳

舗
装
し
た
す
き
間
を
草
は
す
ぐ
見

つ

け

早

苗

大
胆
な
服
に
焦
り
を
の
ぞ
か
れ
る

欲
望
が
ま
だ
一
つ
あ
る
焦
り酔

参

ね
ぼ
う
し
て
心
は
焦
る
パ
ス
を
待

つ

新

太

娘
よ
り
姪
の
成
績
上
に
い
る久

子

其
れ
か
ら
は
何
を
し
よ
う
と
焦
ら

な

い

こ

つ

ゆ

気
ば
か
り
が
焦
っ
て
足
が
も
つ
れ

て

る

千

恵

夫
婦
し
て
歩
い
た
道
が
風
化
す
る

づ

枝

道
草
の
過
ぎ
た
分
だ
け
叱
言
受
け

瓢

人

な
り
振
り
を
構
わ
ぬ
夫
婦
仲
が
良

い

梅

子

好
き
だ

っ
た
岡
市
市 
ν
会
の
娘
も
白
髪

新
太
郎

初
荷
積
む
横
を
初
荷
が
も
う
走
り

香

月

責
任
は
秘
書
の
カ
バ
ン
に
か
く
さ

れ

る

久

子

瓜
つ
る
に
茄
子
を
バ
イ
オ
が
実
ら

せ

る

っ

と

む

ト
ナ
カ
イ
の
様
に
大
人
の
夢
も
の

せ

都

景

の でで

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ 

短
歌
学
級

d

あ
ゆ
み郎

〈川

相P

原
稿
に
メ
モ
を
加
え
て
ア
ナ
ウ
ン

ス

の

ぼ

る

メ
モ
置
い
て
来
て
も
や
っ
ぱ
り
電

話

す

る

美

里

逢
い
に
行
く
日
の
メ
モ
帳
は
自
の

ま

ま

万

里

こ
こ
ん
と
こ
大
事
と
メ
モ
を
さ
せ

ら

れ

る

加

辻

メ
モ
帳
に
愛
が
い

っ
ぱ
い
詰
め
て

あ

る

し

も

や

ま

文
化
協
会
か
ら

「
川
柳
教
室
」
開
催
の
お
知
ら
せ

例
年
の
と
お
り
川
柳
教
室
を

聞
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
ご
出
席
下
さ
い
。

日
時

共
稼
、
ぎ
メ
モ
に

一
言
愛
も
添
え

千

代

メ
モ
を
無
視
衝
動
買
い
を
し
て
し

ま

う

常

一

一
月
十
四
日

(
土
)

時
間

午
後

一
時
か
ら

場
所

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

室田室

各
題
二
句
と
雑
詠
一
句
を
二

月
四
日
出
ま
で
に
横
瀬

中

田

ヤ
ス
エ
宛
ハ
ガ
キ
で
ご
投
句

下
さ
い
。

川
柳
を
作
っ
て
み
た
い
と
思

わ
れ
る
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し

二
月
十
二
日
(
日
)

午
後

一
時
か
ら
四
時

ま
で

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

福
田

白
影
先
生

「
視
野

・
椅
子
・
危

な
し
」

て
い
ま
す
。

銀
鱗


習
{
子
学
級

場 時
所間

墨
絵
単
級

時書 間

一
月
士
一
百
(
金
)

一
月
二
十
七
日
(
金
)

午
後
七
時
1
午
後
九
時

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

室
具
至一

月
七
日
(
土
)

一
月
十
七
日
(
火
)

午
後
七
時
三
十
分

1

午
後
九
時
三
十
分

住
思
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

盆
息
至

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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シ
』
こ

詰
当
児
�
 ま

で
に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
�
 さ
い
。

と

き

と

き

)(l
 

瞬
間
割
趣
圏
朝
関


離
乳
食
講
習
会
と

乳
児
健
康
診
査

十
二
月
三
十
一
日

昭
和
六
十
一
年
九
月
一

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

一
月
二
十
七
日
�
 (金
)

千
分

1
二

二
歳
児
健
康
診
査

おがわさおりちゃん� (2歳)

容
�
 離
乳
食
講
習
会
午
後

一
時

乳
児
健
康
診
査
午
後

二
時
1
二三.時喧時喧一コ一
干
分

場

所

勝
浦
病
院
小
児
科

該
当
児

昭
和
六
十
三
年
八
月

一

日
1
十
一
月
一一
干
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

O O ※ 内� 

O O

麻
し
ん
(
は
し
か
)

予

防

接

種

麻
し
ん
は
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ

っ
て
お
こ
り
、
発
熱
、

発
し
ん
�
 (口
の
中
に
コ
プ
リ
ッ
ク

ほ
ん斑

)
を
特
徴
と
し
、
時
に
は
合
併


症
と
し
て
肺
炎
、
脳
炎
な
ど
を
お


こ
す
急
性
伝
染
病
で
す
。


個
別
に
接
種
を
行
い
ま
す
の
で
、


希
望
者
は
役
場
環
境
衛
生
課
へ
お


申
し
込
み
下
さ
い
。(
医
療
機
関
で


直
接
受
け
る
こ
と
は
で
主
￥
立
巳
ん
。)


該
当
児


昭
和
六
十

一
年
三
月

一
日
1
昭

和
六
十
二
年
二
月
二
十
八
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子

六
歳
来
満
で
、
今
ま
で
に
麻
し

午
後

一
時
一一

j
日一

月
士
一百
(
金
)

、ー

接
謹
盟
問

。
昭
和
六
十
四
年

一
月
九
日
�
 
1
一

月
三
十
一
日
ま
で
の
間

接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

ヘ
赤
岩
医
院
、
湯
浅
医
院

山
西
医
院
、
勝
浦
病
院
」

接
種
で
き
な
い
人

体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
子

栄
養
障
害
や
心
臓
病
、

じ
ん
臓

病
、
肝
臓
病
な
ど
に
か
か
り
活

動
期
に
あ
る
子

一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
状
を


お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子


他
の
予
防
接
種
を
受
け
て
一
か


月
以
内
の
子


そ
の
他、

医
師
が
不
適
当
と
認


め
た
子


料

金

千
三
百
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
環

O O O O O F

境
衛
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

J
 

日 程

ん
に
か
か

っ
た
こ
と
の
な
い
子

及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

⑧
③
⑩
⑧

か
ぜ
ひ
き
の
時
の
食
べ
物

か
ぜ
を
ひ
い
た
と
き
早
く
治
す

コ
ツ
は
、
「
よ
く
食
べ
十
分
に
休

む
」
に
つ
き
ま
す
。

食
べ
も
の
で
は
、
お
勧
め
は
何

と
い

っ
て
も
熱
い
鍋
物
や
鍋
焼
き

う
ど
ん
。
体
を
温
め
、
い
ろ
ん
な

栄
養
が
一
度
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

れ
、
口
当
た
り
、
消
化
が
い
い
と

い
う
具
合
に
か
ぜ
を
治
す
の
に
必

要
な
要
素
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

熱
が
あ
る
と
き
は
、
プ
リ
ン
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
口
当
た

り
の
よ
い
栄
養
の
高
い
も
の
を
。

せ
き
が
で
る
と
き
は
、
あ
ま
り

水
っ
ぽ
い
も
の
、
反
対
に
固
い
も

の
は
の
ど
を
刺
激
す
る
の
で
避
け

て
く
だ
さ
い
。
の
ど
の
痛
い
と
き

は
香
辛
料
は
避
け
、
口
当
た
り
の

な
め
ら
か
な
も
の
を
選
ぶ
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

ひ
と
煮
た
ち
さ
せ
た
酒
と
ほ
ぐ

し
た
卵
、
砂
糖
(
酒

一
カ
ッ
プ
に

卵
一
個
、
砂
糖
小
さ
じ
二
の
割
合
)

を
少
し
ず
つ
泡
立
て
器
で
ま
ぜ
、

湯
せ
ん
す
る
と
卵
酒
が
で
き
上
が

り
ま
す
。
か
ぜ
に
は
効
果
的
な
飲

み
も
の
で
す
か
ら
、

一
度
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

の
な
い
子

月 日 時 間 場 所 内� n廿... 

1月11日(水) 午前10時30分-11時30分 坂本集会所�  0尿検査� 

0血圧測定� 

0保健相談

1月12日(木) 午後� 1時30分-3時 今山公会堂�  

1月19B(木)
午前10時-11時30分 生名センター�  

午後� 1時30分-3時 棚野集会所�  

1月20日(金) 午前10時-11時30分 星谷集会所�  

1月23日(月) 午後� 1時30分-3時 久国公会堂�  

1月31日(火) 午前10時-11時30分 機瀬集会所

巡
回
健
康
相
談

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
破
れ

た
り
、
つ
ま

っ
た
り
し
て
起
る
も

の
で
す
。
健
康
相
挙
笠
利
用
し
て

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

。
料
金
は
、
無
料
で
す
。

。
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

、、】� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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高
血
圧
に
な
り


や
す
い
タ
イ
プ


高
血
圧
に
は
か
な
り
遺
伝
が
関

係
し
て
い
ま
す
。
両
親
が
高
血
圧

だ
と
子
供
の
三
人
に

一
人
は
高
血

圧
に
な
り
、
高
血
圧
で
な
い
両
親

か
ら
生
ま
れ
た
子
供
、
が
高
血
圧
に

な
る
確
率
は
、
十
五
分
の

一
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

一
方
で
は
遺
伝
素
因

が
な
く
て
も
高
血
圧
に
な
る
人
も

い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、
肥
満

と
塩
分
の
と
り
す
、
ぎ
が
重
要
で
す
。

肥
満
と
血
圧
の
関
係
は
、
体
重

が
増
加
す
れ
ば
循
環
血
液
量
や
心

拍
出
量
も
増
加
し
ま
す
。
そ
し
て

心
臓
や
血
管
系
へ
の
負
担
が
大
き

く
な
り
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
食
事
量
の
増
大
が
塩
分

の
摂
取
量
を
増
加
さ
せ
て
い
る
こ

と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

塩
分
と
血
圧
の
関
係
は
、
塩
分

の
成
分
で
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
体

内
に
増
加
す
る
と
、
体
内
水
分
量

も
増
加
し
ま
す
。
そ
し
て
、
血
圧

が
上
昇
し
ま
す
。

塩
辛
い
味
を
好
む
晴
好
は
、
両

親
か
ら
子
供
へ
と
受
け
継
が
れ
て

行
き
ま
す
。
高
血
圧
に
な
り
や
す

い
体
質
が
遺
伝
的
に
あ
る
の
な
ら
、

な
お
さ
ら
、
減
塩
す
る
意
識
が
必

要
で
す
。

そ
の
他
、
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、

運
動
不
足
も
原
因
と
な
り
ま
す
。

1女高血圧巴怠ら怠い定めの注意点

夜間救急当番表
1月①日

3日

5日

7日

9日

11日

13日
⑮日

17日
19日
21日

23日
25日
27日
⑮日

31日

上

勝

山

勝

湯� 

勝

赤

勝

よ

勝

山

勝

湯

勝

赤

勝

勝診 療

浦 病

西 医

浦 病

i美 医

浦 病

正山ヨ 医

浦 病

勝 吾ロェ合， 療

浦 病

西 医

浦 病

浅 医

浦 病

王山ヨ 医

浦 病

所� 

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

所� 

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

6-0302 
2-2555 
2-302ワ� 
2-2555 
2-2003 
2-2555 
2-2006 
2-2555 
6-0302 
2-2555 
2-302ワ� 
2-2555 
2-2003 
2-2555 
2-2006 
2-2555 

(両方)

l-自分の血圧を知ろう
-血圧の正常値

(役場玄関の自動血圧計をご利用下さい)

最大� (収縮期)血圧� 

140mm旬以下

最小� (拡張期)

血圧90mmHg以下

G摘の上手な側方
包� 

二日酔もしませんよ� f

;f，'?酉はほどほどにと思っていても、誘われたりす

ればつい飲んでしまうもの。そんなときはつまみに

たっぷりの野菜を食べること。ビタミン� Cが体内の平日 午後� 6時~翌朝午前� 9時

休日 午後� 7時~翌朝午前� 9時 アルコールの分解を早めてくます。� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の健康高血圧になりやすいタイプ
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戸
籍
の
窓

(敬狗l略〉

¥
大
{
子
三
渓
{
子
中
村
東

政

人

/

徳

島

市

中

山

美

紀

¥
大
字
沼
江
字

一
楽

上

田

次

朗

什
月
叩
日 
j

/
羽
ノ
浦
町
一
二
橋
智
恵
美

森

谷

出

葉

茂

ロ
月
日
日	  

¥
大
字
星
谷
字
二 

/

小

松

島

市

大

西

品

子

y

お
誕
生
お
め
で
と
う

和
幸
/
長
男

有

加

¥

祐

¥
大
字
久
国
字
松
ノ
本
栗
本
善
一

/
一

宇

村

川

又

直

子

¥

大

字

棚

野

字

石

倉

石

倉

康

範

/
川

島

町

篠

崎

和

代

勝
浦
会
館
一
月
行
事

9
日

月

明
白
{
子
教
小
室

刊
日
例

着
付
教
室

日
日

制

踊
り
教
室

ロ
日
附

手
芸
教
室

日
日

幽

鯵
整
至

日
日
間

綴
教
室

四
日
附

踊
り
教
室

日
日
附

手
芸
教
室

羽
田

幽

明
白
{
子
約
料
{
至

幻
日 

ω

白
日 

ω
律
花
教
室

着
付
教
室

お
日
同

踊
り
教
室

部
日
同

手
芸
整
豆

初
日
開

膝
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸
・篠
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
下
さ
い
。

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

1月定例心配ごと相談� 

日時 1月6日働

午前10時~午後� 3時

内容 人権・行政・厚生・福祉

場所住民福祉センタ-2階

(平日でも受侍しておりますのでお気軽に¥
お問い合わせください。 ノ

一飼い犬は必ず
つないでくださいー

*ボクを野犬にしないで*� 

不用犬買い上げ日� 

1月11日同成犬� 300円� 

1月18日同小犬� 100円~ 

⑮⑧⑮⑧⑪ 


子供は風の子、冷たい風の中でも元気に外でとび、廻っ

ています。でも電線の近くでタコあげは危険ですから注

意したいものです。

もし、タコが電線にかかった時は、自分た ちでとろう

としないで、すぐにお近くの四国電力ヘご連絡ください。� 

(ft08854-2-3129) 

大字
三
渓
神
子

宇
高
屋

大
字
星
谷
谷
本
朝
雄
/
二
女

宇

中

奥

ト

モ

ヱ

¥

優

大
字
沼
江

福
田

明
弘
ノ
二
男

字
中
傍
示 

房

子

¥

悟

校子

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

士

y

大
字
以
谷空
一 

ご
結
婚
お
め
で
と
う 

春

平
岡
サ
カ
ヱ 

(η歳 
)

大
{
主
主
予
石厄

花

房

敏

夫 

(
刀
歳
)

大宇
三
漢
字
定
岡

橋
本
嘉
次
夫
(幻
歳
)

¥
大
字
織
野
字
高
階

虞

瀬

政

和

/

小

松

島

市
松
下
富
美
子

¥
大
字
坂
本
字
宮
平
小
〈
恩
典
隆

/

徳

島

市

田

宮
ち
ひ
ろ

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

j

円
月
間
日 

ロ
月
日
日

山
海
公
雄
さ
ん 
(掛

神
田
忠
次
郎
さ
ん 

(中

山 谷� 

大宇一-
一渓
字
巣
域

新
出
ミ
ツ
ヱ 
(児
歳
)

大
字
坂
本
字
栄 

m
戸
田
伊
太
郎
(部
歳
)

大
字
三
波
字
平

西
川
ヨ
シ
ヱ
(
花
歳
)

大字 

=
一
渓
字
定
岡

谷

脇

林

七 
(
別
歳
)

大字
三
渓
字
架
城

松

下

利

雄 

(内
歳
)

大字
三
きす
寺
谷
清
水

浅

吉 

(幻
歳
)

松西花新匿橋竹
下川房出 本田

貞
美
さ
ん
(
立

嘉
昭
さ
ん

(横

名

(

横

章
嗣
さ
ん
(
中

伸
こ
さ
ん
(
生

文
男
さ
ん
(
中

義
和
さ
ん
(
中

山山名山瀬瀬川

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
普

¥--

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
四電だより




